
大項目 小項目

・ 校訓への理解度を深める
教育の推進

・ 朝礼・終礼での祈りを通
して自己と向き合う

・ 宗教的行事等の学校行事
に保護者の参加を呼びか
ける

姉妹校との連携 ・ 修学旅行時に白百合女子
大学への訪問を行い同じ
建学の精神に学ぶ理解を
深める

・ 各姉妹校へのビデオレ
ターでの交流

・ 各姉妹校間の直接交流を
図る

コースの特色を生かした
教育活動の展開

・ 生徒一人ひとりに応じた
きめ細やかな指導に取り
組む B

学年会・全教職員での情報
共有を強化することでより
丁寧な対応を心がける。

情報公開 ・ 学校HPの充実

・ 学内の適切な情報発信

・ 保護者会総会、定例会の
充実を図る

・ 保護者との連携強化

同窓会、後援会や地域と
の連携

・ 12校園連絡会で地域学校
との情報交換を積極的に
行う

・ 情報発信の充実

・ 地域行事への同窓会との
取り組み強化

・ 地域との充実した連携

Ａ

地域町内である井上町での
夏祭りへの参加、花いっぱ
い運動、あいさつ運動、交
通安全巡回等を行った。卒
業生情報の収集と講話等有
効な活用について同窓会と
の連携を強化したい。

学
校
経
営

特色ある学校
づくり

Ａ

学校生活の様々な場面で建
学の精神に基づく啓発活動
を行った。朝のサイレント
アワーを通して心静かに自
己と向き合うことの習慣化
を図った。保護者の学校行
事の参加については趣旨を
理解してもらうことに努め
更に参加者を増やしたい。

Ａ

大学訪問や、姉妹校交流等
で生徒にも全国にある白百
合学園が共通の建学の精神
のもとに学んでいるという
理解を深めることができ
た。教員のための姉妹校合
同教育研修の実施により白
百合の教育についての意識
を共有することができた。

開かれた学校
づくり

建学の精神の実践（カト
リック精神に基づく教育
の推進）

B

ＨＰでは可能な範囲での情
報公開について充実を図り
たい。また学内での情報発
信については保護者への授
業公開や在校生・保護者・
同窓会への学内広報をより
充実したものに改善を図
る。

家庭との連携

Ａ

保護者とのレクレーション
を実施し連携強化に努め
た。本校の教育活動につい
てより理解をしてもらうた
めにも積極的な情報提供を
行う。

総括表

評価項目
評価の観点・目標 具体的な方策 評価 成果と課題

平成３０年度　学校自己評価

八代白百合学園高等学校

学校教育目標

　キリスト教精神に根ざした価値観を基礎として、国際社会・地域社会に奉仕で
きる女性の育成に実践的に取組む。
　校訓（従順・勤勉・愛徳）をベースに、文武両道（人間力アップと学力アッ
プ）を目指す。

今年度の
重点目標

・多様な生徒各々に応じた学力向上を図り、進学実績を向上させる
　（生徒の可能性を見極め一人ひとりが進路目標を達成できるようサポート）
・アウトプット力の養成
　（思考力・判断力・表現力を培う）
・部活動・生徒会活動の振興、社会性とリーダーシップの養成
　（地域を連携した活動）
・特別支援教育の充実
　（建学の精神を基盤にした、特別支援教育・共生教育の充実）



基礎学力の
向上

個々の生徒の実態の把握
による対応

・ 学力診断の実施

B

学力診断テスト結果に基づ
いた指導を行った。今後
データを活用し学力向上へ
向けた授業展開を検討す
る。

学習習慣の
確立

学習習慣の定着 ・ 自律学習への構えをつくる

Ａ

基礎学力定着のための学び
直しの強化を図った。効果
的な学習を提案できるよう
に一人ひとりの生徒の状況
把握に努めた。

教員の指導力
向上

教科指導力の向上 ・ 研究授業による授業力向上

B

教員間で授業内容を評価
し、意見の交換等を行い授
業のクオリティ向上に努め
た。校内研修をさらに充実
したものとする。

進路意識の向上 ・ 進路ガイダンスの実施

・ 大学模擬授業の実施

・ 進路講演会の実施

・ 面談の充実

インターンシップの活性
化

・ インターンシップマッチ
ングの強化

品格ある白百合生として
のマナー指導

・ 挨拶、服装、時間の厳守
等ルールとマナーが身に
つくよう整容指導の徹底 Ａ

現場での指導を全教員が意
識して行った。推進担当教
員により生徒、教員のマ
ナー意識の定着を図った。

交通安全教育の充実 ・ 通学時の街頭指導を行う

・ 交通安全指導での自転車
交通講習

安全安心な環
境づくり

いじめの未然防止、早期
発見、早期対応

・ アンケートの実施

Ａ

教職員で情報の共有につい
て強化を図り未然防止に努
めている。

特別支援体制の強化 ・ スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワー
カーの有効活用及び関係
機関との連携強化

・ 個別の教育指導・支援計
画の策定

・
・
ケース会議の充実
保護者との連携強化

生
徒
指
導 特別支援教育 Ａ

家庭との連携を強化するこ
とでスクールカウンセラー
によるカウンセリングを促
進した。また、生徒だけで
なく保護者にもカウンセリ
ングを受けることができる
ことを周知した。担当者だ
けでなく学年毎の情報交換
を定期的にに行うことで情
報共有に努めた。

学
習
指
導

生
徒
指
導

生活指導

B

自転車通学における携帯電
話の使用について指導を徹
底し交通安全意識の向上を
図った。また街頭指導にお
いてハザードマップの安全
について周知を行った。

進
路
指
導

進路目標実現

Ａ

協力企業の多様化について
参加生徒の希望を反映する
ことができたが、仕事の体
験内容について協力企業と
の事前協議を充実させ、体
験を通じてその職種への理
解がより深まるものとした
い。

B

オープンキャンパス（学校
説明会）への参加を促進
し、キャリア講演会の充実
を図った。生徒・保護者に
対する進路情報の積極的な
提供を図る。また、出張講
義や模擬授業について実施
数を増やしたい。



韓国姉妹校との交流 ・ 年2回の交流を展開する

その他の国際交流 ・ 「総合的な学習」での韓
国語講座の実施

・ 留学生の受け入れ促進

奉仕活動への理解を深める ・ ボランティア活動への積
極参加を促す

・ 各種支援施設との交流

心豊かな生徒の育成 ・ 校内献金活動を通して他
者への慈愛の精神の醸成

地域奉仕プロジェクトへ
の参加

・ 地域貢献の意義を学ぶ

部活動の活性化 ・ 全国レベルの部活動への
活動環境整備

・ 文化系部活動合同でスプ
リングコンサートを開催
し地域へ向けた活動発表
を行う

　
　全ての生徒の学校生活が充実したものとなるように、授業の充実はもちろんのこと、部活動や奉仕
活動、体験学習など充実させたい。
　２０１９年度大学入試および次期学習指導要領の情報収集及び分析に取り組み、情報を共有し新テ
スト制度対応等進路実現に対して徹底指導ができる環境整備を職員全体で行う。それに伴う教科指導
力や学級指導力において教員の資質向上を図る。

部活動 Ａ

文化部については地域から
の依頼による各種展示や演
奏発表等を行うことができ
ている。これは学校の活動
が地域社会に認められるこ
とであり、こうした活動を
通じて生徒たちの心身の成
長にもつながっている。

次年度への課題および改善点

特
別
活
動

国際交流の
推進

Ｂ

アジア架け橋プロジェクト
による留学生をホームステ
イで受け入れることができ
た。グローバル視野を育成
するための交流機会の充実
を図る。

インターアク
トクラブ活動
の推進

Ｂ

担当地域ロータリークラブ
の協力により、生徒会が中
心となり取り組んでいる。
他校合同研修等により、地
域に根ざした活動を自分た
ちで考え実践する力を育て
ることができた。

ボランティア
活動の推進

Ａ

学校周辺や通学で利用して
いる駅の清掃活動を行っ
た。すべての生徒が何らか
の活動に参加することで、
意識の高揚と学校生活の充
実につなげたい。


